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§§§§１．研究実施の概要１．研究実施の概要１．研究実施の概要１．研究実施の概要        

（１）実施概要 
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（２）顕著な成果 

①1111 Ca(Fe1-xCox)AsF, CaFeAsH  

概要： CaFe1-xCoxAsF Co Tc Tc CaFeAsF
Tc Co FeAs disorder

Tc Tc CaF
 

 

②11 Fe(Se1-xTex), Fe(Se1-xSx)  

概要：Fe(Se1-xTex) Tc x=0.5 x=0 Tc

FeTe 20GPa Fe(Se1-xSx)

Tc  

 

③122 La1-xSrxFe2As2  

概要：Srサイトへのホールドープ超伝導体である La1-xSrxFe2As2の Tcの圧力効果の測定を行った。

Tcは圧力で減少し 4GPa程度で消失する。同じ圧力領域で高圧Ｘ線測定から tetragonal-collapsed 

tetragonal転移が観測され、超伝導を抑制していると思われる。他の 122系との比較をおこなった。 

 

 



 4 

§§§§２．研究実施内容２．研究実施内容２．研究実施内容２．研究実施内容        
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LaFeAsO
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§§§§３．研究実施体制３．研究実施体制３．研究実施体制３．研究実施体制 

高橋グループ 

① 研究者名 

 氏名 所属 役職 参加時期 

○ 高橋 博樹 日本大学 教授 H20.10～ 

 岡田 宏成 日本大学 助教 H20.10～H22.3 

 冨田 崇弘 日本大学 助教 H22.4～ 

 

②Ⅰ研究項目 

1111 LaFeAsO1-xFx Tc  

1111 CaFe1-xCoxAsF  

1111 CaFeAsF1-xHx  

1111 SmFeAsO1-xHx  

112 Sr1-xLaxFe2As2 の圧力効果 

11系 FeSe1-xTex 圧力効果 

S Fe(Se1-xSx)  

実験手法は高圧下の電気抵抗、帯磁率、Ｘ線回折 

 

§§§§４．成果発表等４．成果発表等４．成果発表等４．成果発表等    

（４－１）（４－１）（４－１）（４－１）    原著論文発表原著論文発表原著論文発表原著論文発表    

①Ⅰ 発表総数（発行済：国内（和文） 3 件、国際（欧文） 16件）： 
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§§§§５５５５．．．．結び結び結び結び        

（（（（５５５５－－－－１１１１））））    研究成果の意義、今後の展開研究成果の意義、今後の展開研究成果の意義、今後の展開研究成果の意義、今後の展開    
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Sr サイトへのホールドープ超伝導体である La1-xSrxFe2As2 について、高圧Ｘ線測定による

collapsed tetragonal相への転移と超伝導についての関連性を調べ、また、Fe(Se1-xSx)

X Tc

Fe Tc

 

    

（（（（５５５５－－－－２２２２））））    その他その他その他その他     

鉄系超伝導体の研究を進めるに当たり、最も研究費が必要な時期にサポートしていただき感謝し

ています。また、定期的に情報交換ができ、最新の情報を得ることができましたので、効率的に研

究を進めることができました。 

 


